
秋田市被災中小企業者等
再建支援事業費補助金

～申請書の手引き～

令和５年１１月

問い合わせ先

秋田市産業振興部商工貿易振興課

ＴＥＬ：０１８－８８８－５７２６



申請書の記載方法

個人事業主の場合は、住民票の住所を記載してください。

○○○－××××

秋田県秋田市○○○×丁目×番×号

秋田山王商事株式会社

代表取締役 秋田 太郎

✓

５ １１ ３０
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７月と９月のいずれでも被害を受けた場合は、 被災した月ごとに申請書を作成してください。

県補助金交付決定通知書に記載の交付決定額を記載してください。

500,000

1,500,000 1,000,000

150,000

手書きで申請書を作成する場合は、
右記の計算方法により算出してください。

県補助金の交付決定日以降の日付を記載してください。

Q＆Aの３番を参考に記載してください。



○○銀行 ×××支店

普通 １２３４５６７

秋田山王商事株式会社 代表取締役 秋田太郎

アキタサンノウシヨウジ（カ

代表取締役 秋田太郎 ○○○－××××

○○○－××××営業担当 秋田花子

○○○＠○○○

○○○＠○○○

添付書類として提出いただく通帳の情報を確認のうえ、記載してください。

発行責任者と担当者が同一人物の場合、
担当者欄には「同上」と記載しても差し支えありません。

「✓」が無い場合、補助金を交付することができません。

✓

本書類のほかに、記載の５つの書類を添付してください。
提出書類に不備・不足がある場合は、補助金を交付することができません。
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Ｑ＆Ａ

Q１ 市外に本社を有していても、市内の事業所が被災していると対象になるのでしょうか。
A１ 対象です。「住所又は所在地」の欄には、本社の住所を記載してください。

Q２ 該当する月のなかで、複数回被災した場合はどのように申請すれば良いのでしょうか。
（例）７月１４日の大雨で被災、７月１６日の大雨で被災

A２ 被災した日ごとに申請書を作成してください。
場合によっては、必要書類を求めることもあります。

Q３ 「申請（請求）額」はどのように計算すれば良いのでしょうか。
A３ 市内で被災した額の割合に応じて補助します。

申請（請求）額 ＝ 県交付決定額 a ×
秋田市内の事業所分の補助対象経費 b

補助対象経費の総額 b＋c
×
１
２

（a）～（c）には、以下の数字を記載してください。

500,000

○○店
（秋田市）

××店
（男鹿市）

1,500,000

1,000,000

＜参考＞県補助金交付決定通知書（抜粋） ＜参考＞県収支精算書（抜粋）

申請書の
（b）に記載

申請書の
（c）に記載

申請書の（a）に記載

2,500,000

（b+c）

Q４ 添付書類の通帳は、どの部分をコピーすると良いのでしょうか。
A４ 通帳の表紙を開いた最初の１ページ目です。

※申請書に記載した、金融機関名・支店・口座番号・名義の
情報に誤りがないかを確認するためにご提出いただくものです。

Q５ 通帳がない場合は、どのように対応すると良いでしょうか。
A５ ネットバンクなど金融機関名、支店、口座番号、名義がわかる書類で

代用可能です。

Q６ 交付決定の可否は、いつ頃分かるのでしょうか。
A６ 申請があった日の翌日から起算して３０日以内に補助金交付の可否を通知します。

Q７ 補助金は、いつ頃振り込みされるのでしょうか。
A７ 交付決定通知が届いてから、３週間以内に振り込みます。

ただし、申請多数の場合などにより、振り込みまでにお時間をいただく場合があります。
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